
幼少期における子どものコミュニティヘの参加の可能性

　　　　一米国サービス．ラーニングの実践分析からー

　　　　　　　　　　　　　　　　　太　町　　　智

　　　　　　　　　　　　　(浜松学院大学短期大学部　幼児教育科)

A Study of Participationin Community for Early Childhood and Elementary School Children

Satoshi OHMACHI

(Department of Early Childhood Education, Hamamatsu Gakuin University Junior College)

はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　者は，拙論「EBCCチャータースクールにおけるサ

　人間は，生まれてからおよそ８歳になるまでの　　一ビスラーニングについての研究一生活科・総合

間に，身体的な発育だけにとどまらず，精神的，　　的な学習の時間における地域社会への参加の充実

そして学習面においても大きく発達する。この長　　のためにー」５）において，カリフォルニア州の

期に渡る「子ども時代」は，「社会の複雑さを理解　　EBCC(East Bay Conservation Corps）チャータースク

しその中で生活するための重要な準備期間Joで　　一ル6）で実際に取り組まれた実践をもとに，サー

ある。この時期には，社会的なステータスを自ら　　ビス・ラーニングのプロジェクトやその評価つい

の力で獲得するための学習が求められる。このよ　　て検討し，生活科や総合的な学習の時間における

うな学習をどのように進めるかについては，以前　　地域社会への参加の在り方について，プロジェク

から多くの議論があるが，子どもが様々なコミュ　　トのデザインや評価の方法など，様々な示唆を得

ニティ2）に市民（構成員）として能動的に参加す　　た。本研究では，サービス・ラーニングの実践分

る学習活動が求められている。3）　　　　　　　　析を通して，幼少期における子どもの参加の取り

　日本においては，平成元年から全面実施された　　組みに焦点を当て，特に幼稚園から小学校低学年

生活科に加え,平成10年には総合的な学習の時間　　段階の子どもたちの発達段階に合った有効なコミ

が新設され，多くの学校で地域のコミュニティと　　ユニティヘの参加の在り方について検討すること

かかわる取り組みが実践されるようになった。生　　にした。

活科では，「町探検」として，どの学校でも子ども

たちが地域の様々な場所を調べたり，地域の人々　　１　日本の教育課程におけるコミユニテ

とかかわったりする活動が行われている。しかし，　　　イヘの参加

形式的なインタビューやまとめる活動に終始する　　　幼少期の子どもがコミュニティとかかわること

実践も少なくなく，子どもたちが主体的に地域に　　が,教育課程においてどのように扱われているか，

参加したり，地域のよさや課題に目を向けたりす　　『幼稚園教育要領解説』及び『小学校学習指導要

る実践は限定的である。　　　　　　　　　　　　　　領解説生活編』から分析する。

　米国では，「学習を充実させ，市民的な責任を教　　　幼稚園の教育課程の中でコミュニティとかかわ

えるとともに，コミュニティをよりよくするため　　る活動が想定される領域は，人とのかかわりに関

に，コミュニティサービスとアカデミックな学習　　する「人間関係」及び身近な環境とのかかわりに

とを統合する教授と学習のアプローチ」4）として，　関する「環境」である。

サービス・ラーニング(Service-Learning)が実施さ　　　人間関係では，教師や友達とのかかわりに関す

れている。 1990年ごろから様々な組織によって，　る事項に加え,「高齢者をはじめ地域の人々などの

その定義や質に関する基準が開発されてきた。筆　　自分の生活に関係の深いいろいろな人に親しみを



もつ」7）ことが内容に示されている。

　環境では,「季節により自然や人間の生活に変化

のあることに気付く」8）内容において,地域の人々

の営みの中にある季節感を感じ取らせること,「生

活に関係の深い情報や施設などに興味や関心をも

つ」9）内容において，図書館や高齢者福祉施設な

どの様々な公共の施設を訪問したり利用したりす

ることを通して，「そこで気付いたり，発見したり

しようとする環境にかかわる態度」lo）や公共心を

養うことをねらいとしている。

　生活科では,内容（3）「地域と生活」,内容（4）「公

共物や公共施設の利用」及び内容（5）「季節の変化

と生活」において，地域のコミュニティとかかわ

ることが想定される。

　内容（3）では，「自分たちの生活は地域で生活し

たり働いたりしている人々や様々な場所とかかわ

っていることが分かる」11）「それらに親しみや愛

着をもち，人々と適切に接することや安全に生活

することができるようにするJI2）こと，内容（4）

では,「身の回りにはみんなで使うものがあること　　n　サービス・ラーニングで期待される

やそれを支えている人々がいることなどが分か　　　「市民的なリテラシー」

る」13）「それらを大切にし，安全に気を付けて正　　　EBCCチャータースクールには，幼稚園部

しく利用することができるJ14），内容（5）では，季　（Kindergarten）18）から第５学年の子どもたちが在

節や地域の行事にかかわる活動を行うことで,「四　　籍し，それぞれの学年段階に応じたサービス・ラ

季の変化や季節によって生活の様子が変わること　　一二ングに取り組んでいる。

に気付く」15）「自分たちの生活を工夫したり楽し　　　サービス。ラーニングでどのような資質や能力，

くしたりできる」16）ことをねらいとしている。　　　態度を育むかについては，各学校で地域や子ども

　　　　　表1　幼稚園及び小学校生活科におけるコミュニティとのかかわりと期待する資質や能力及び態度

　また，内容（1）「学校と生活」及び内容（2）「家

庭と生活」では，教師や学校の仲間，家庭といっ

た子どもにとってより身近なコミュニティを対象

としており，これらの内容もコミュニティとかか

わるものと考えることができる。

　以上の分析から，幼稚園や小学校低学年におけ

る身近なコミュニティとかかわる教育活動は，表

１のように整理される。 17）表１から，幼稚園及び

小学校低学年の教育課程で，教師や友達だけでな

く，地域の人々や事物をかかわるコミュニティの

対象としていることが分かる。これらの学年段階

におけるコミュニティとかかわるねらいについて

は，次のようにまとめることができる。

　・　身近なコミュニティの人々や事物に興味や

　　関心，親しみ，愛着をもつ。

　・　社会生活を営む上で必要となる習慣や態度

　　を身に付け，自分たちの生活をよりよくし

　　ようとする。



の実態を踏まえ検討することになっている。 EBCC

チャータースクールでは，個人的，社会的，そし

てモラル的な発達を促進する「市民的な取り組み」

の重要性については理解されていたものの，具体

的にどの程度，小学校において市民的な取り組み

を行うかについては，様々な意見が存在した。ア

メリカにおいても，市民的な取り組みに関する研

究や実践の多くは，主としてミドルスクース（中

等学校）やハイスクール（高等学校）のものであ

り，小学校の子どもたちが市民的な概念や取り組

みについて理解することは，発達上難しいと考え

られてきた。

　EBCCチャータースクールの教師は，子どもたち

に，民主的で多元的な社会における課題や機会，

責任について準備しなければならないという確た

る信念のもとにつくられた学校として，幼稚園部

のような幼い段階においても，現在及び未来の市

民的な取り組みに不可欠かつ重要な態度及びスキ

ルを促進することができると信じていた。そこで，

コミュニケーションの技能を身に付ける。

他者と（物や場所を）共有する。

問題を解決する。

他者について自覚する。

グループワークに参加する。 19）

　EBCCチャータースクールでは，子どもたちに期

待するリテラシーのルーブリックを作成している。

アカデミックなリテラシーについてのルーブリッ

クは，カリフォルニア州全体の内容基準に基づい

て作成しているが，表２の市民的なリテラシーに

ついてのルーブリックは，保護者の声も反映し，

教師によって作成された。 2o）EBCCチャータースク

ールでは，「個人的な責任［］責任のある行動，ワー

クの習慣）」「他者やコミュニティのケア（他者へ

の関心，グループやコミュニティヘの関心）」「リ

ーダーシップ」を子どもたちに育てたい「市民的

なリテラシー」としている。

各学年の担任の教師の協働によって，市民的な取　　Ⅲ　サービス・ラーニングにおけるコミュ

り組みでの学年段階ごとの「期待値」が確認され　　　ニティヘの参加の実践事例

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表３は, EBCCチャータースクールのサービス・

　幼稚園部の教師は，以下のような，基本的な市　　ラーニングのカリキュラム単元の要約一覧表であ

民的な技能や行動に焦点を合わせていた。　　　　　　る。 21）

表3　EBCCチャータースクールのサービス･ラーニングのカリキュラム単元の要約一覧表（幼稚園部についての抜粋）

　【幼稚園部】クラスのテーマ「養育と成長」



　本稿では，幼少期の子どものコミュニティヘの

参加の可能性を探るために，幼稚園部で取り組ま

れた,「市民的な技能の形成一学校のサービスの実

践」及び「バディーリーディング・プロジェクト」

の実践記録について紹介する。

　【事例１】市民的な技能の形成

　　　　　　一学校のサービスの実践－

　サービス・ラーニングを初めて体験する，この

経験豊かな幼稚園部の教師は，新しい学年のスタ

ートにあたり，小規模かつ単純で，子どもと教師

白身双方にとって「成し得る」ことができるプロ

ジェクトを選択することによって,「地に足のつい

た状態」となることを望んでいた。彼女は，市民

的な活動に幼い子どもが従事することについて，

強い自分の考えをもっていた。多くの幼い子ども

が，あらゆる活動に従事したり，集中し続けたり

するのに必要となる技能や発達のレベルが欠けて

いると感じていた。彼女は，教室や学校のコミュ

ニティにおいて，市民的に何かに従事する技能を

練習したり発達させたりすることは，外へ出るこ

とや，大きなコミュニティで働くことと同じく，

まさに重要なことだと感じていた。彼女の目的は，

肯定的な学校文化を構築するために，学校への所

有の感覚を感じさせることと，子ども自身，そし

てクラスの責任の感覚を発達させることであった。

【学年】K(幼稚園部)

【目標】

・　学校全体のサービスに従事する。

・教室を越えた責任の感覚を発達させる。

・より大きな学校のコミュニティに貢献する

　重要性が分かる。

・協同して働くスキルを発達させ，実践する。

【かかわるコミュニティの対象とその役割】

・EBCCに基づいたサービス・ラーニング，及

　び全国的なサービスプログラム…カリキュ

　ラムのリソースを提供し，支援する。

・オークランド小児科病院の健康ホール…校

　外学習の場を提供する。

・チルデン広域公園，イースト・ベイ広域公園

　地域…校外学習の場を提供したり，栽培単元

　の達成に貢献したりする。



　子どもは，休み時間や昼食の時間の後にごみ

を片付けること，玄関を清潔に保つこと，植物

に水をやること，忘れ物取扱所を維持すること

を依頼された。

　その年の終わりまでに，子どもは人を助ける

意味や責任の取り方について学んだ。大小様々

な仕事を引き受けることによって，子どもは，

コミュニティの生活に参加するために準備され

た，価値のあるリーダーシップの技能や価値観

を獲得した｡22)

　【事例２】バディーリーディング・プロジェクト

　バディーリーディングとは，ペアになって本を

読んだり紹介し合ったりする活動である。 EBCCチ

ャータースクールでは，この活動をサービス・ラ

ーニングの中核として実践している。ここで紹介

するのは，幼稚園部の２回の取り組みである。　１

回目の取り組みでは，第４学年の子どもとバディ

をつくり，第４学年の子どもをモデルとして就学

前の子どもとかかわったり，地域の図書館で劇を

演じたりする。本実践は，エクアドル出身の幼稚

園部の教師が,「幼い子どもが,ずっと遠くの人々

と友人となることは可能か」と考え，実践したプ

ロジェクトである。

【学年】K(幼稚園部)

【目標】

・本作りを通して，リテラシーの技能を形成す

　る。

・様々な人々が，どのように様々な場所で生活

　しているかについての自覚を発達させる。

・仲間になる方法を学ぶ。

【かかわるコミュニティの対象とその役割】

・本作りの芸術家…子どもに本の作り方を指

　導するゲストを提供する。

・エクアドルの学校…EBCCチャータースクー

　ルとのパートナーシップを提供する。

・　EBCCチャータースクールの第３学年のクラ

　ス…バディーリーディング・プロジェクトの

　助言者となるバディを提供する。



がこのことを他者と共有する方法について教え

た。編集のプロジェクトに子どもが従事するこ

とで，教師は子どもがエクアドルの学齢期の子

どもたちのための本を作成する機会を創り出し

た。教師は，編集のプロジェクトを紹介し，簡

単な折りたたむ技術を教える中に，数えたり測

ったりする数学の基準を組み込んだ。その年の

終わりまでに，教師のクラスは，エクアドルの

姉妹校の仲間に送るために，アルファベットの

本や「私について」と題されたバディブックを

編集した。これには，子どもが住んでいる場所

や好きな食べ物をはじめ，それぞれの子どもに

ついての写真や情報が含まれていた。 23）

Ⅳ幼稚園及び生活科におけるコミユニ

　　ティヘの参加の在り方

　ここまで，日本の幼稚園及び小学校低学年，そ

してサービス・ラーニングにおける幼少期の子ど

もがコミュニティに参加する目的や現状について

明らかにしてきた。本章では，日米両国の参加の

目的の違いに言及しながら，日本における幼少期

の子どもの参加の在り方について検討する。
。コミュニティを広げる

　図は，幼稚園及び小学校低学年と幼稚園部のサ

一ビス・ラーニングのねらい，そして，市民的な

リテラシーの中でも，特にコミュニティとのかか

わりにおいて重要と考えられる「他者やコミュニ

ティヘのケア」についての共通点や相違点をまと

めたものである。図から分かるように,サービス・

ラーニング,幼稚園教育及び小学校生活科ともに，

コミュニティヘの関心をもたせたり，それを高め

たりすることがねらいになっている点は共通して

いる。生活科が大切にする地域への親しみや愛着

は,関心が更に高まったものであると考えられる。

　事例１のプロジェクトの出発点は，学校のコミ

ュニティヘの参加である。大きなコミュニティで

持続的，継続的なサービス，学習をしていくため

には,子どもたちに一定以上の能力が求められる。

そこで，教師は，より身近なコミュニティに子ど

もたちを参加させたのだろう。そのため，子ども

たちは，学校の二－ズを理解し，二－ズに応じた

参加を継続的に実践することができた。このよう

な二－ズに応える参加を通して，子どもたちは参

加するプロジェクトに所有権の感覚をもったり，

責任を感じたりするようになる。

　後に，月l回の学校の掃除，休み時間や昼食後

のごみの片付け，玄関の清掃，植物への水やり，

忘れ物取扱所の運営など，サービスは拡大されて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※O　内は学年を表す(K…幼稚園)

図　幼稚園及び小学校低学年とEBCC幼稚園部の教育の共通点及び相違点

　　　　　　　　　　　　　　　－16－



いる。これは，サービスの拡大である一方で，か

かわる人，そしてコミュニティの拡大でもある。

他者への意識や見地への理解は，より大きなコミ

ュニティにかかわっていくためには不可欠である。

このプロジェクトは，校外学習や栽培活動などへ

と発展していくが，子どもたちの市民性の向上に

ともない,かかわるコミュニティも広がっていく。

　事例２は,学校内でのバディーリーディングが，

学校を超えた遠く離れた地にまで広がっている。

幼稚園部で身近でない地域の人やその生活にまで

関心をもち，交流をしている。幼い子どもが離れ

た相手に対してどれだけ親しみをもつことができ

るのかということについては議論を要する。　しか

し，この活動の目的は，離れた相手に対する見地

をもつと同時に，自分たちとの違いに気付き，さ

らには，自分たち白身のことについて深く知るこ

とにある。

　このことは，幼稚園でも多様な人々とかかわる

活動が可能であることを意味している。しかし，

日本において，多様な人々とかかわる目的は「自

分への気付き」であり，子どものコミュニティの

拡張が目的ではない。子どもにとってかかわる必

然性や必要性がある相手を教師が選択し，その相

手を通してコミュニティを広げることが有効だと

いえる。
。サービスと問題解決

　図から分かるように，幼稚園及び小学校低学年

では,問題解決について強調されることは少ない。

なぜサービス・ラーニングでは幼稚園部において

も問題解決に焦点が当てられるのか。この点につ

いては，サービス・ラーニングの特質に触れる必

要がある。

　サービス・ラーニングは，その名のとおり，サ

ービスを軸として展開される学習活動である。サ

ービスは「奉仕」と訳されることが多く，日本で

はボランティアと同義に捉えられる傾向にある。

しかし，サービスには，ボランティアがもつ自発

性，無償性，公益性といった性質に加え，サービ

スそのものが自己への内省を促進し，その内省が

地域や国家への関心や具体的な行動へとつながっ

ていくと考えられている。　したがって，深い内省

の有無が，サービスとボランティアを分けるもの

だといえる。

　さて，先に述べた「問題解決」は，サービスと

大変関連が深い。問題解決のパラダイムには，次

の５つの基本的なステップが含まれる。

①問題を確認すること

②可能な解決策について意見を出し合うこと

③一つの解決策を選択すること

④その解決策を試すこと

⑤結果を評価すること24）

このアプローチにおける結果の評価は，先に述べ

た深い内省に相当する。

　事例１のプロジェクトでは，学校の出席簿の管

理についての問題がスタートとなっている。教師

は，準備段階において，子どもたちが助力者にな

る意味やコミュニティの意味について議論したり，

学校に貢献するための方法についてブレーンスト

ーミングしたりする機会を保障している。そして，

出席簿の管理という学校の問題を解決するために，

子どもたちは自らの仕事として，責任に負う形で

出席簿を集め，学校に貢献した。この過程を通し

て，子どもたちは大人から当てにされ，信頼され

ることになった。彼らの自己肯定感は大いに高ま

っただろう。問題解決のアプローチは，子どもが

自分の考えをはっきりと表現し，自分の行為に責

任を負うことが求められる。そして，子どもたち

の向社会的で対人的な技能を促進する。

　米国のサービスを日本の学習活動に取り入れる

ことや，幼児期に問題解決的な活動に取り組むこ

との是非については，議論を要する。　しかし，子

どもたちとコミュニティとの関係が密接になれば，

コミュニティの問題に目を向け，その解決に向け

て行動することは十分可能である。さらに，その

結果について，自分たちなりに振り返り，次の行

動に移すこともできるであろう。このことが，自

分たちの生活をよりよいものにしていくことにつ

ながっていく。子どもの能力を過小評価すること

なく，子どもたちが感じている身近なコミュニテ

ィの問題に気付くことのできる教師の能力が求め

られる。

おわりに

　以上，サービス・ラーニングの分析を通して，



幼稚園から小学校低学年段階の子どもたちの発達　　３）

段階に合った有効なコミュニティヘの参加の在り

方について検討した。

　幼少期における「遊び」は，子どもの発達課題

ともいえるものであり，子どもが身近な環境に働

きかける，すなわち参加する大切な機会である。

幼稚園では遊びの重要性については十分認識され

ている。しかし，活動や環境構成に子どもの声が

十分に反映されていない事例もしばしば見受けら

れる。幼稚園においても，身近な環境のデザイン

やマネージメントに参加する機会をあらゆる場面

で設定していくことが重要である。

　幼少期の子どもにとって，このような参加を可

能にする最も身近な場面は，動物の飼育や植物の

栽培といった活動であろう。また，学校や地域等

の遊び環境のデザインやマネージメントにかかわ

ることも考えられる。これらの活動は，子どもた

ちにとって最も身近な参加である。

　幼少期においては，遊びを通して，継続的な活

動に取り組むことのできる土壌づくりが肝要であ

ろう。そして，遊びのフィールドを地域にまで広

げたり，園内や地域の中で何らかの役割を担った

りすることで，遊びが発展すると同時に，子ども

たちのかかわるコミュニティに広がりや深まりが

生まれると考えている。

　近年，地域コミュニティの基盤の脆弱化を指摘

する声が日増しに高まっている。この基盤を強化

していくことは大変重要なことだと考えるが，ま

ずは脆弱化した地域コミュニティの中で，子ども

たちに様々なコミヽﾆ１ニテイに参加するための基盤　　18）

を築くことが優先されるべきではないだろうか。

　〔付記〕

　本小論は，日本生活科・総合的学習教育学会第20回

全国大会岐阜大会（平成23年）における自由研究発表

を加筆修正し，論文としてまとめたものである。



表2　EBCCのテヤータースクールの市民的なリテラシーのルーブリック（幼稚園～第２学年）
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